
（1） 壱岐南校区自治協議会だより 2016年（平成28年）9月15日

第130号壱岐南校区自治協議会だより－数字で見る壱岐南－
《新春のつどい参加者数》
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こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事

○
人
権
の
つ
ど
い

９
月
17
日（
土
）

○
よ
か
ド
ッ
ク
・
ガ
ン
検
診

９
月
21
日（
木
）

戸
切
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
館

○
子
ど
も
リ
ー
ダ
ー

デ
イ
キ
ャ
ン
プ

９
月
24
日（
土
）

○
い
き
み
な
み
体
育
祭

10
月
10

16
日（
日
）

2016年（平成28年）9月15日

私
の
自
治
会
は
全
世

帯
約
２
５
０
戸
で
あ
る

が
、最
近
は
加
入
率
が
減

少
傾
向
に
あ
る
。原
因

は
、高
齢
者
世
帯
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
や
自
治

会
費
が
高
い
こ
と
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

▼
何
か
良
い
方
策
は
な
い
か
と

考
え〝
は
た
〟と
気
づ
い
た
。そ
れ

は
福
岡
市
発
行
の
シ
ル
バ
ー
手

帳
だ
。65
歳
か
ら
使
え
る
手
帳

で
、市
の
公
共
施
設
を
利
用
す
る

際
に
提
示
す
る
と
入
場
料
等
が

無
料
や
半
額
に
な
る
、と
い
う
嬉

し
い
手
帳
だ
▼
こ
れ
を
自
治
会

に
も
応
用
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
自
治
会
費
を
80
歳
以
上

は
全
額
、75
歳
以
上
は
半
額
免
除

す
る
な
ど
で
あ
る
▼
高
齢
の
方

は
、地
域
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た

先
輩
で
あ
る
。や
む
を
得
ず
退
会

さ
れ
た
場
合
、地
域
と
の
絆
が
絶

た
れ
る
の
が
い
や
な
方
も
お
ら

れ
る
は
ず
だ
▼
私
の
自
治
会
に

限
ら
ず
、他
で
も
抱
え
て
い
る
問

題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、か
く
い

う
筆
者
も
古
希
を
迎
え
、決
し
て

他
人
事
で
は
な
い
▼
老
後
は
誰

で
も
明
る
く
気
楽
に
く
ら
し
た

い
も
の
。頼
り
に
な
る
の
は「
向

こ
う
三
軒
両
隣
」で
は
な
い
が
、

や
は
り
周
辺
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

地
域
の
方
々
や
自
治
会
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。（
勇
）

河
畔
公
園
に
光
の
世
界

～
い
き
み
な
い
と
祭
り
～

《
早
朝
か
ら
準
備
》

早
朝
か
ら
、
実
行
委
員
を
は
じ

め
小
・
中
学
生
な
ど
総
勢
２
０
０

人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活

動
。
光
の
テ
ン
ト
や
光
の
地
上
絵
、

光
の
ラ
ン
タ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ン
ド
ル
な
ど
の
準
備
を
行
い

ま
し
た
。

河
畔
公
園
で
は
、
12
自
治
会
の

子
ど
も
会
が
行
う
「
テ
ン
ト
で
ポ

ン
」
が
、
車
両
基
地
で
は
露
店
が

午
後
５
時
に
は
じ
ま
り
、
お
祭
り

ム
ー
ド
が
漂
い
ま
す
。

芝
生
広
場
に
は
「
ね
こ
バ
ス
」

と
恵
山
窯
の
「
も
り
ぞ
う
く
ん
」

も
登
場
。
壱
岐
南
小
学
校
の
児
童

が
画
い
た
、
今
年
の
地
上
絵
の
テ

ー
マ
「
う
み
」
の
原
画
展
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

《
開
会
宣
言
》

午
後
６
時
か
ら
の
開
会
式
で
は

本
庄
敏
雄
･
実
行
委
員
長
が
あ
い

さ
つ
し
た
あ
と
、
来
賓
を
代
表
し

て
中
村
郁
子
･
西
区
長
が
「
ラ
ン

タ
ン
や
キ
ャ
ン
ド
ル
に
灯
が
入
っ

た
ら
ど
ん
な
ふ
う
に
な
る
か
楽
し

み
で
、
ど
き
ど
き
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。

続
い
て
地
上
絵
原
画
の
優
秀
作

品
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
６
人
に
賞

状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
子
ど
も
リ
ー
ダ
ー
が

高
ら
か
に
「
開
会
宣
言
」
を
行
っ

て「
い
き

み
な
い

と
祭
り

２
０
１

６
」が
ス

タ
ー
ト

し
ま
し

た
。壱

岐

･
野
方

商
店
連

合
会
の

ス
タ
ン

プ
ラ
リ

ー
が
午
後
６
時
30
分
に
開
始
さ

れ
、
賞
品
を
求
め
て
今
年
も
長
い

列
が
で
き
ま
し
た
。

《
光
の
世
界
》

午
後
７
時
に
な
る
と
ラ
ン
タ
ン

や
キ
ャ
ン
ド
ル
に
一
斉
に
点
灯
さ

れ
、
夕
闇
の
な
か
に
様
々
な
光
が

浮
か
び
、
河
畔
公
園
の
表
情
は
一

変
し
ま
し
た
。

今
年
も
金
管
バ
ン
ド
「
フ
ロ
ー

リ
ッ
シ
ュ
ブ
ラ
ス
」
の
心
地
よ
い

音
色
が
川
面
に
流
れ
、
演
奏
を
楽

し
む
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

《
募
金
》

車
両
基
地
会
場
入
口
で
「
熊
本
・

大
分
支
援
募
金
」
を
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
総
額
１
万
３
千
円
の
募

金
が
あ
り
ま
し
た
。

22
日
に
本
庄
委
員
長
が
中
村
区

長
に
届
け
ま
し
た
。

○
地
上
絵
原
画
優
秀
作
品
受
賞
者

優
秀
賞

１
年

中
原
み
ど
り

優
秀
賞

２
年

し
ま
だ
か
り
な

優
秀
賞

３
年

井
上

六
花

優
秀
賞

４
年

小
栁

陽
菜

優
秀
賞

５
年

松
本

り
ん

最
優
秀
賞

６
年

日
高

美
茄

数字で見る壱岐南

ミニバスを利用しましょう

一日乗車人員目標＝100人以上
☆８月１日〜28日の利用者数
合計利用者数＝2,609人
平均利用者数＝93人

金
武
・
壱
岐
ブ
ロ
ッ
ク

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

８
月
12
日
に
橋
本
駅
循

環
ミ
ニ
バ
ス
の
利
用
者

の
た
め
に
「
木
の
葉
モ
ー

ル
橋
本
」
か
ら
寄
贈
さ
れ

ベ
ン
チ
を
２
台
、
橋
本
駅

バ
ス
停
に
設
置
し
ま
し

た
（
＝
写
真
）。

ミ
ニ
バ
ス
も
、
最
近
は

１
便
あ
た
り
の
乗
客
数

が
８
〜
９
人
と
目
標
に

近
づ
い
て

お
り
、
運

行
継
続
の
望
み
が
出
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
利
便
性
を
高
め
る
た

め
の
運
行
ル
ー
ト
の
一
部
見
直
し

も
検
討
中
で
す
。

急
激
に
高
齢
化
が
進
む
こ
の
地

域
の
交
通
手
段
の
確
保
に
向
け

て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
し
て

も
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

皆
様
の
バ
ス
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

（
通
信
員

今
嶋

修
）

橋本駅バス停にベンチを設置 生
活
環
境
委
員
会
主
催
の
「
緑

の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」
審
査

会
を
８
月
26
日
に
壱
岐
南
公
民
館

で
行
い
ま
し
た
。

第
７
回
目
の
コ
ン
ク
ー
ル
参
加

者
は
46
人
。
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の「
緑

の
カ
ー
テ
ン
」
を
、
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
を
見
極
め
て
自
分
で
撮
影

し
、
そ
の
写
真
２
枚
に
よ
る
審
査

で
し
た
。

審
査
員
５
人
は
①
省
エ
ネ
②
美

観
③
独
創
性
の
３
つ
の
点
か
ら
写

真
を
じ
っ
く
り
見
て
点
数
を
つ
け

ま
す
。
立
派
な
カ
ー
テ
ン
ば
か
り

で
、
採
点
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
金
賞
５
人
、
銀
賞
５
人
、

銅
賞
10
人
で
、
そ
の
ほ
か
の
方
に

は
参
加
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
者
は
以
下
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
金
賞
】

池
田

邦
夫

野
方
南
２
区

久
松

宣
慶

壱
岐
団
地
南

宮
崎

道
男

野
方
南
２
区

藤
川

純
子

壱
岐
団
地
南

市
丸

英
樹

壱
岐
団
地
南

【
銀
賞
】

有
馬

駿
爾

野
方
南
４
区

和
田

豊
佐

野
方
台
団
地

吉
岡

秀
行

戸
切
町

恵
良

洋
治

壱
岐
団
地
南

湯
浅

八
郎

壱
岐
団
地
南

【
銅
賞
】

佐
竹

美
生

壱
岐
団
地
南

長

節
子

壱
岐
団
地
南

中
居

功

野
方
南
２
区

原
田

達
男

野
方
南
２
区

川
嶋

潤

壱
岐
団
地
南

森

律
雄

野
方
南
３
区

諸
石

昌
英

野
方
台
団
地

田
尻

節
代

野
方
台
団
地

安
東

義
信

壱
岐
団
地
南

徳
島

進

壱
岐
団
地
南

（
生
活
環
境
委
員
会
）

◆
い
き
み
な
み
文
壇
◆

だ
ん
ま
り
に
馴
れ
て

二
人
の
良
夜
か
な

バ
ス
降
り
て

同
じ
道
行
く
秋
日
傘

（
橋
本
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

福
田
萬
三
）

い
き
み
な
い
と
祭
り
実
行
委
員
会
は
、
８
月
2
0
日
「
い
き

み
な
い
と
祭
り
２
０
１
６
」
を
橋
本
車
両
基
地
と
室
見
川
河

畔
公
園
を
会
場
に
行
い
ま
し
た
。

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今
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今
年
も
で
き
た
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緑
の
カ
ー
テ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

い
き
み
な
み
文
化
祭
を
11
月
11

12

日
（
土
）・
13
日
（
月
）
に
壱
岐

南
公
民
館
、
壱
岐
南
小
学
校
体
育

館
・
校
庭
、
戸
切
人
権
の
ま
ち
づ

く
り
館
で
行
い
ま
す
。

気
軽
に
出
演
・
出
展
で
き
る
、

身
近
な
文
化
祭
を
め
ざ
し
て
９
月

16
日
に
第
１
回
い
き
み
な
み
文
化

祭
実
行
委
員
会
を
開
き
ま
す
。

今
年
は
文
化
振
興
会
設
立
記
念

と
し
て
13
日
に
「
西
区
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
の
演

奏
会
を
行
い
ま
す
。
生
の
演
奏
を

聴
く
機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ

ん
。
楽
し
み
で
す
ね
。

ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

（
文
化
振
興
会
）

校
区
内
を
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
、
左
記
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

Ａ
グ
ル
ー
プ
＝
11
月
７
日
（
月
）

野
方
団
地
、
野
方
南
１
区
・
２
区

橋
本
町
、
藤
ヶ
丘

Ｂ
グ
ル
ー
プ
＝
11
月
11

14
日
（
月
）

野
方
南
台
、
野
方
南
３
区
・
４
区

野
方
台
団
地
、
萩
ヶ
丘

Ｃ
グ
ル
ー
プ
＝
11
月
11

21
日
（
月
）

戸
切
町
、
壱
岐
団
地
南
、
橋
本

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
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で
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第
２
回
ふ
れ
あ
い
弁
当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当

池田邦夫さんの作品
アーチがかわいいですね



（2）壱岐南校区自治協議会だより 2016年（平成28年）9月15日

壱
岐
南
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
７
月
26
日
壱
岐
南
公
民
館
で

今
年
度
最
初
の
理
事
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
理
事
会
は
総
会
に
次
ぐ

重
要
な
審
議
機
関
で
、
年
に
２
回

開
催
し
ま
す
。

校
区
社
協
は
、
福
岡
市
社
協
の

活
動
方
針
を
ふ
ま
え
て
事
業
を
展

開
し
て
お
り
、
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
ふ

れ
あ
い
配
食
の
３
つ
の
活
動
を
行

い
、
そ
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

理
事
会
で
は
①
４
月
か
ら
７
月

ま
で
の
事
業
実
施
状
況
の
報
告
②

規
約
の
付
則
の
各
種
団
体
に
広
報

委
員
会
と
文
化
振
興
会
を
追
加
③

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
状
況
と
ふ

ら
〜
っ
と
カ
フ
ェ
壱
岐
南
開
催
状

況
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

い
ま
、
若
い
人
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
単
身
世
帯
や
社
会
的
に
孤
立

す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
地
域
の
現
実
を
見
る
と

き
、
今
後
ま
す
ま
す
社
協
の
役
割

は
重
要
で
す
。

私
た
ち
は
そ
の
こ
と
を
自
覚

し
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

編

集

後

記

今
年
の
夏
が
こ
と
の
ほ
か
暑
か

っ
た
の
は
、リ
オ
五
輪
の
せ
い
？

小
・
中
学
校
に
ク
ー
ラ
ー
が
設

置
さ
れ
、夏
休
み
が
３
日
短
縮
さ

れ
ま
し
た
。２
学
期
の
は
じ
ま
り

は
８
月
29
日
。中
途
半
端
な
日
に

ち
に
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。

台
風
10
号
が
観
測
史
上
初
め
て

太
平
洋
側
か
ら
東
北
地
方
に
上
陸

し
、東
北
・
北
海
道
に
甚
大
な
被
害

が
出
ま
し
た
。「
異
常
気
象
」の
４

文
字
で
片
づ
け
ら
れ
な
い
自
然
現

象
に
怖
さ
を
覚
え
ま
す
。

み
ん
な
が
力
を
出
し
合
っ
た
ら

大
き
な
こ
と
が
で
き
る
、と
い
う

証
の
い
き
み
な
い
と
祭
り
も
終
わ

り
ま
し
た
。自
然
現
象
は
変
え
ら

れ
ま
せ
ん
が
、「
地
域
」は
み
ん
な

が
努
力
す
れ
ば
も
っ
と
住
み
よ
く

な
る
は
ず
で
す
。

西
区
社
会
福
祉
協
議
会

賛
助
会
員
加
入
の
お
礼

（
平
成
28
年
７
月
１
日
～
８
月

28

31
日
）

（
敬
称
略
・
受
付
順
）

個

人
有
馬

良
幸
・
水
田

通
世

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●あなたも賛助会員に！●
社会福祉協議会では、高齢者も若者も、子どもも障がいを
もっている人も、みんな快適に暮らせる「あたたかいまち」
を住民の皆さんとつくっていきたいと考えています。
活動資金の一助となる「賛助会員」を募集しています。
会費は一口1,000円です。
会費のうち50％は校区社協の、残りの50％は西区社協の
福祉事業費として活用します。
趣旨に賛同される方は、公民館窓口に申し込んでください。

一
人
暮
ら
し
に
な
っ
て
も
困
ら
な
い
！

「
男
の
料
理
教
室
」
参
加
者
募
集

腕
に
覚
え
が
あ
る
な
し
に
関
係

な
く
料
理
の
基
本
か
ら
丁
寧
に
教

え
ま
す
。「
男
の
料
理
教
室
」
で
す

が
女
性
の
参
加
も
大
歓
迎
。

み
ん
な
で
わ
い
わ
い
語
り
合
い

な
が
ら
、
料
理
教
室
で
人
と
の
つ

な
が
り
を
つ
く
ろ
う
！

◎
日
時

原
則
偶
数
月
の

第
４
月
曜
日
午
前
中

◎
会
場

壱
岐
南
公
民
館

◎
会
費

１
０
０
０
円

申
込
は
公
民
館
ま
で

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域

の
福
祉
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】
新
里

察
〇
八
〇｜

二
七
〇
九｜

〇
八
三
七

酸
事
務
局
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

関
陥

貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫

期
待
さ
れ
る
活
動
の
広
が
り

～
第
１
回
理
事
会
開
催
～

○
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

匿
名
希
望
の
壱
岐
団
地
南
の
方
と

野
方
３
丁
目
の
齋
藤
吉
弘
さ
ん
・
朝
子

さ
ん
ご
夫
妻
、
藤
ヶ
丘
自
治
会
か
ら

「
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
ご

寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
壱
岐
団
地
南
の
故
・
樋
口
隆

夫
様
の
ご
遺
族
か
ら
香
典
の
お
返
し

と
し
て
ご
寄
付
頂
き
ま
し
た
。

お
預
か
り
い
た
し
ま
し
た
浄
財
は
、

校
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
費
と

し
て
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

８
月
度
の
「
ふ
ら
〜
っ
と

カ
フ
ェ
壱
岐
南
」
を
８
月
７

日
に
「
リ
ハ
モ
ー
ル
福
岡
」

で
開
催
し
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
介
護
施
設
を
お
借
り

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

リ
ハ
モ
ー
ル
さ
ん
は
初
め

て
で
す
。

会
場
は
広
く
ゆ
っ
た
り
し
て
座

席
数
も
多
く
、
い
つ
も
よ
り
に
ぎ

や
か
に
見
え
ま
し
た
。
リ
ハ
モ
ー

ル
さ
ん
は
校
区
外
に
あ
る
の
で
、

参
加
者
の
交
通
の
便
を
心
配
し
て

い
ま
し
た
が
、
送
迎
の
手
配
を
い

つ
も
よ
り
厚
く
し
た
こ
と
で
大
き

な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
日
の
参
加
者
総
数
は
１
６

０
人
で
、
当
日
は
大
変
暑
い
日
だ

っ
た
の
で
「
ゆ
っ
く
り
涼
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
ご
案
内
し
た
と
こ
ろ
、

か
な
り
の
方
が
午
後
も
滞
在
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

「
ふ
ら
〜
と
カ
フ
ェ
壱
岐
南
」
の

ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。昨

年
２
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
こ

の
カ
フ
ェ
は
、
最
初
か
ら
多
く
の

ス
タ
ッ
フ
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
校
区
の
自
治
協
議
会
・
社
会

福
祉
協
議
会
・
民
生
委
員
・
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
・
衛
生
連
合
会
・

公
民
館
と
西
区
社
協
・
市
社
協
の

ほ
か
、
地
域
の
多
く
の
病
院
・
介

護
事
業
所
の
方
々
や
、
福
岡
市
内

外
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
で
実
行
委
員
会

を
作
っ
て
い
ま
す
。

日
曜
日
の
開
催
に
参
加
可
能
な

メ
ン
バ
ー
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
地
域
外
の
医

療
・
介
護
関
係
者
も
ど
ん
ど
ん
参

加
し
、
会
場
に
い
る
人
た
ち
の
半

分
く
ら
い
は
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
多
数
の
ス
タ
ッ

フ
が
い
る
こ
と
が
「
ふ
ら
〜
っ
と

カ
フ
ェ
壱
岐
南
」
の
財
産
で
あ
り
、

他
の
同
様
の
カ
フ
ェ
で
は
な
か
な

か
ま
ね
の
出
来
な
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
カ
フ
ェ
に
は
決
ま
っ
た
ル

ー
ル
も
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
用
事

が
あ
っ
た
り
し
て
参
加
で
き
な
く

仔
新
し
い
会
場
で
開
催
！

ふ
ら
～
っ
と
カ
フ
ェ
仔

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

て
も
、
気
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
の
生
活
が
優
先
で
あ

る
こ
と
は
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
が
心

得
て
い
る
か
ら
で
す
。
本
当
に「
ゆ

る
〜
い
」
仕
組
み
な
の
で
す
。

参
加
者
か
ら
も
会
費
は
頂
い
て

い
ま
せ
ん
が
、「
カ
フ
ェ
が
楽
し
か

っ
た
ら
募
金
し
て
ね
」
と
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

「
ふ
ら
〜
っ
と
」
お
越
し
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

壱
岐
南
校

区
社
会
福
祉

協
議
会
は
、

７
月
８
日
に

公
民
館
と
共

催
で
「
介
護

福
祉
講
座
」

を
開
催
し
ま

し
た
。

最
初
に
、

西
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
壱
岐
南
校
区
担
当
の
保

健
師
日
高
と
も
み
さ
ん
か

ら
『
認
知
症
予
防
の
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
と
知
識
』
に
つ
い

て
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

配
布
さ
れ
た
資
料
の
な

か
に
あ
っ
た
簡
単
な
認
知

症
の
テ
ス
ト
を
み
ん
な
で

や
っ
た
と
こ
ろ
、
心
当
た
り

の
あ
る
人
も
い
て
、「
気
を

つ
け
ん
と
い
か
ん
ば
い
」
と

言
う
声
も
。

続
い
て
西
区
社
会
福
祉

協
議
会
校
区
担
当
の
縄
田

優
美
さ
ん
か
ら
は
『
も
し
も

の
と
き
の
連
絡
先
』。
安
心

情
報
キ
ッ
ト
を
準
備
し
て

い
れ
ば
大
丈
夫
と
の
こ
と

で
し
た
。
し
か
し
、
情
報
を
書
い

て
い
な
い
と
ダ
メ
で
、
う
ま
く
書

け
な
い
人
も
い
る
よ
う
な
の
で
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い

う
意
見
も
出
ま
し
た
。

最
後
に
「
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会

た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
の
草
場

文
子
さ
ん
か
ら
、
会
の
活
動
に
つ

い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
の
集
ま
り
に
参
加
し
て
、
認
知

症
の
人
を
支
え
る
苦
労
を
知
る
こ

と
も
大
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

社
協
は
、
衛
生
連
合
会
・
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
・
公
民
館
な
ど
と

一
緒
に
、
今
後
も
介
護
に
関
す
る

講
座
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

元気で長生きするために！介護福祉講座「認知症を正しく学ぶ」

8月20日（土）に行われた“いきみないと祭り”で
元気に開会宣言してくれた子どもリーダーのみんな


